



























─  「日本語教材研究」における国語科教員基礎学力の扱い①  ─
A Study of Relations between Secondary School Japanese Language 
Teaching and Japanese Language and Culture Study (IV)
― Through Dealing with Basic Learning Abilities of  Japanese Language Teachers 






















補うための存在と化しているという問題がある。前者の留学生に関しては，平成 20 年 1 月に，福
田康夫元総理大臣が国会の施策方針演説で打ち出した「留学生 30 万人計画」に端を発している。























（2015 年 4 月 3 日）の“現代語の指標”にある“現代語の働きや特徴に関する基本的な知識”ある
いは“現代語の文法的知識”を中心に，どのようにそれらを授業の中で扱いうるかについて，実践
に基づきながら検討する。










































領域名【A ／ B】は「現代文 A ／ B」「古典 A ／ B」を表す：科目名「国語総合」【伝統的な】
P30 ～語句の構造（漢語の構成など），語彙の構造（和語・漢語・外来語），調査・分析・報告
などの活動，漢字の音訓，言葉の使い分け／科目名「国語表現（現代文 A ／ B）」【伝統的な】
P30 ～文・文章の組み立て・語句の意味，用法，表記，語彙，P34 文化審議会答申「敬語の指針」






















1 話 10 分程度で全 10 話からなる各話には，補助資料として，日常生活の日本文化に関しては，
日本文化項目（以下，‘日本文化項目’）が 10 数個，また，特に，日本語に関しては，“第○話で














































の日本文化の歴史的背景に関するものを 1 つ，1 月末までに，日常生活の日本文化の歴史的背景及
































ここでは，授業後半の VTR 視聴時に行った基礎学力の確認及び向上の方策の実際を，VTR 注 9）
の第 1 話から第 10 話のそれぞれに分けて報告しておく。基礎学力に関する指導項目は，単独で取
り立てて行うことはせず，当授業の目標の達成に資する範囲内で毎回 2 ～ 3 項目を適宜選定した。
その際，上述の“国語科教員に必要な知識と技能（学習指導要領の内容）と，対応する授業名（新



















the salt,  please.”と言って取ってもらうが日本では勝手に手を伸ばして取ってもいいことなど）
⑩※酒の注ぎ方⑪数の数え方⑫くしゃみ，鼻のかみ方などの違い【①「何もありませんけど…」⇒











































































































































































日時：2018 年 11 月 19 日（第 8 回授業の開始時）／ 26 日（第 9 回授業の開始時）注 11）





5 段階（A：大変高い／ B：まあまあ高い／ C：普通／ D：あまり高くない／ E：大変低い）
で記してください。
2．調査の結果及び考察
第 8 回及び第 9 回の授業の時点で，教員（日本語・国語科・英語科）志望受講者に対して，教員へ
の意欲・熱意を 5 段階（A ～ E）で付すことを求めたが，全体の平均値は，5 段階評価で 3.00 注 14）
であり，“普通（C 段階）”相当であった。33 名という適度な人数のクラスも含めて，普通程度の




日本語教員に関しては，日本語文化コースの受講者 18 名の中で 2 名が希望しており，いずれも“普
通（C 段階）”であった。また，国際コミュニケーションコースの受講者 14 名の中で半数に当たる
7 名が希望しており，“普通（C 段階）”が 6 名，“大変低い（E 段階）”が 1 名であった。
英語科教員に関しては，日本語教員を希望する 6 名の国際コミュニケーションコースの受講者の
中の 1 名が希望しており，意欲・熱意は“大変高い（A 段階）”であった。
一方で，国語科教員に関しては，今回はいなかった。本授業（3 年次後期科目）が開始された
2018 年の 9 月下旬の段階で，日本語文化コースの教職志望学生は 9 名いたが，本授業は受講しな






































































4　細川英雄「日本語教育と国語教育―母語・第 2 言語の連携と課題―」（『日本語教育』100 号　
日本語教育学会　1999 年 3 月 17 日）P61
131
5　西原鈴子「国語教育と日本語教育の連携の意義」（『日本語学』第 34 巻 12 号　明治書院　平成








ビジュアル事典』池田書店／杉浦洋一・John K. Gillespie（2004）『第 3 版　日本文化を英語






8　金山宣夫『比較生活文化事典①～⑤』（大修館書店　1977 ～ 1983 年）を使用した。
9　氏家研一（1992）『Cultural Video Series ビデオ講座日本語　日常生活に見る日本の文化（Safe 
and Sound in Japan 1-5）1 ～ 5』東京書籍。本シリーズには，他にいわゆる文型・文法の指導
に関するするものとして，『Video-Cued Structural Drills ビデオ講座日本語　1 ～ 7』がある。
10　戸田（2014a）参照。この中で，日本人の根源的属性と 6 つの精神文化的特性を論じたが，後
者の自然観の特性の仮説として，自然との一体化及び霊力信愛志向を提唱した。
11　全 15 回の「日本語教材研究」の中盤に当たる第 8 回の授業時に行い，欠席者を考慮して第 9
回目の授業時の中でも，同様の調査を行った。
12　当初の履修者名簿には 35 名が登録されていたが，調査の時点で出席回数不足となった受講者
2 名は受講を取りやめており，言語文化学科の学生 32 名と，自由科目として受講してきたマス
コミ学科の学生 1 名を含む人数である。第 1 回目調査の当日は 4 名の欠席があったが，第 2 回目
の調査時には出席しており，33 名全員が回答することになったため，回答率は 100％であった。
13　本稿では取り上げなかったが，現時点での受講目的を把握するために，全 15 回の授業のオリ
エンテーションに当てた第 1 回・第 2 回の授業時と同様の調査として，「Ⅰ：本授業の受講目的
















16　2017 年度の「日本語教材研究」の授業内容は，一部変更されたものの，基本的に 2018 年度
と同じである。
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